
- 1 -

『
千
里
集
』
に
見
ら
れ
る
中
国
文
学
的
要
素

黄

一

丁

は
じ
め
に

『
千
里
集
』
は
、
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
大
江
千
里
が
宇
多
天
皇
の
勅

命
に
よ
っ
て
編
纂
し
て
献
上
し
た
歌
集
で
あ
る
。
千
里
は
本
集
の
序
文
で

自
分
が
「
側
聴
二

言
詩
一

、
未
レ

習
二

艶
詞
一

」
と
述
べ
て
い
る
。
上
下
の
文

脈
か
ら
、
こ
こ
に
あ
る
「
艶
詞
」
は
和
歌
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。
千
里

は
、
漢
詩
は
と
も
か
く
、
和
歌
の
才
能
は
ま
ず
な
い
と
謙
遜
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
序
文
に
「
古
今
和
歌
、
多
少
献
上
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宇
多
天

皇
に
和
歌
を
献
上
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
た
千
里
は
、
「
纔
捜
二

古
句
一

、
構
成

二

新
歌
一

」（
一
）

と
述
べ
た
よ
う
に
、
白
居
易
な
ど
の
中
国
詩
人
に
よ
る
漢

詩
句
を
題
に
し
て
和
歌
を
翻
案
し
た
。
こ
の
事
情
か
ら
も
、
『
千
里
集
』

が
中
国
詩
と
緊
密
に
関
わ
る
歌
集
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

本
稿
は
、
『
千
里
集
』
に
見
ら
れ
る
中
国
文
学
よ
り
摂
取
し
た
特
徴
を

論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

一

『
千
里
集
』
四
季
部
に
見
ら
れ
る
白
居
易
の
詩
想
に
関

す
る
先
行
研
究

『
千
里
集
』
は
、
九
つ
の
部
立
を
有
し
、
前
半
の
四
つ
が
四
季
部
で
あ

る
。
以
下
の
二
章
は
、
ま
ず
前
半
の
四
季
部
に
注
目
す
る
。

和
歌
集
に
見
ら
れ
る
四
季
部
は
、
『
万
葉
集
』
巻
八
・
一
〇
に
起
源
を

持
ち
、
『
新
撰
万
葉
集
』
巻
上
、
『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
な
ど
の
『
千
里

集
』
よ
り
先
立
つ
和
歌
資
料
に
も
見
ら
れ
る
。
『
万
葉
集
』
に
起
源
を
持

つ
四
季
部
は
、
『
芸
文
類
聚
』
『
初
学
記
』
な
ど
の
中
国
類
書
に
お
け
る
四

季
部
に
学
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
（
二
）

が
、
千
里
の
時
代
に
は
、
こ
の
よ
う

な
構
造
は
既
に
定
着
し
、
和
歌
集
の
編
纂
の
伝
統
と
な
っ
て
い
た
と
見
な

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
千
里
集
』
も
、
そ
れ
を
歌
集
の
伝
統
と
し
て
踏
襲

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

千
里
は
漢
詩
を
和
歌
に
翻
案
す
る
と
と
も
に
、
本
来
中
国
文
学
に
し
か

存
在
し
な
い
詩
想
も
和
歌
の
世
界
に
導
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
は

ま
ず
四
季
部
を
中
心
に
、
『
千
里
集
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
中
国
の
詩
想

に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。

『
千
里
集
』
の
四
季
部
の
歌
順
は
、
後
に
成
立
し
た
『
古
今
集
』
に
見

ら
れ
る
完
璧
な
逐
時
的
構
造
（
三
）

で
は
な
い
も
の
の
、「
春
」「
夏
」「
冬
」

の
末
尾
に
は
、
当
該
季
節
の
終
わ
り
を
主
題
と
す
る
歌
群
、
即
ち
、
惜
春

を
詠
む
晩
春
の
歌
群
と
、
納
涼
を
詠
む
晩
夏
の
歌
群
と
、
嘆
老
を
詠
む
歳
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暮
の
歌
群
が
存
在
す
る
。
こ
の
三
つ
の
歌
群
に
、
中
国
詩
の
影
響
が
見
ら

れ
る
こ
と
は
先
行
研
究
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

日
本
古
典
文
学
で
盛
ん
に
詠
ま
れ
る
「
三
月
尽
」
と
い
う
惜
春
の
主
題

が
、
白
居
易
の
詩
想
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
平
岡
武
夫
氏

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
四
）

。
そ
し
て
、
田
中
幹
子
氏
は
、『
千
里
集
』

「
春
」
の
末
尾
部
に
存
在
す
る
惜
春
の
歌
群
に
注
目
し
、
そ
れ
も
同
じ
く

白
居
易
の
惜
春
意
識
の
受
容
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
五
）

。

送
春
争
得
不
殷
懃

あ
か
ず
の
み
過
ぎ
ゆ
く
春
を
い
か
で
か
は
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
を
し

ま
ざ
る
べ
き
（
一
五
）

春
光
只
是
在
明
朝

か
ね
て
よ
り
わ
が
を
し
み
こ
し
春
は
た
だ
あ
け
む
朝
ぞ
か
ぎ
り
な

り
け
る
（
一
六
）

両
処
春
光
同
日
尽

春
を
の
み
こ
こ
も
か
し
こ
も
を
し
め
ど
も
み
な
お
な
じ
日
に
つ
き

ぬ
る
か
う
さ
（
一
七
）

可
憐
虚
度
好
春
朝

あ
は
れ
と
は
我
が
身
の
み
こ
そ
思
ひ
け
れ
は
か
な
く
春
を
す
ぐ
し

き
ぬ
れ
ば
（
一
九
）

惆
悵
春
光
留
不
得

な
げ
き
つ
つ
過
ぎ
ゆ
く
春
を
を
し
め
ど
も
あ
ま
つ
空
か
ら
ふ
り
す

て
て
い
ぬ
（
二
〇
）

一
歳
唯
残
半
日
春

ひ
と
と
せ
に
ま
た
ふ
た
た
び
も
こ
じ
も
の
を
た
だ
日
が
な
こ
そ
は

る
は
の
こ
れ
る
（
二
一
）

『
古
今
集
』
な
ど
の
後
世
の
和
歌
集
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
「
三
月
尽
」
と
い
う
、
中
国
文
学
に
由
来
す
る
意
識
を
、
は
じ
め
て
歌

集
の
配
列
に
応
用
し
た
実
例
は
、
『
千
里
集
』
で
あ
る
。

「
三
月
尽
」
の
他
、
『
千
里
集
』
「
夏
」
の
末
尾
部
に
は
、
納
涼
を
主
題

と
す
る
歌
群
が
存
在
す
る
。
岩
井
宏
子
氏
は
、
こ
の
歌
群
に
注
目
し
、
そ

れ
に
見
ら
れ
る
納
涼
の
意
識
が
白
居
易
に
よ
る
納
涼
詩
の
影
響
で
あ
る
と

論
じ
て
い
る

（
六
）

。

月
照
平
砂
夏
夜
霜

月
影
に
な
べ
て
ま
さ
ご
の
照
り
ぬ
れ
ば
な
つ
の
夜
ふ
れ
る
霜
か
と

ぞ
み
る
（
三
一
）

但
能
心
静
即
身
涼

我
が
心
し
づ
け
き
と
き
は
ふ
く
風
の
身
に
は
あ
ら
ね
ど
涼
し
か
り

け
り
（
三
二
）

澗
路
甚
清
涼

山
た
か
み
谷
を
分
け
つ
つ
ゆ
く
み
ち
は
ふ
き
く
る
風
ぞ
す
ず
し
か

り
け
る
（
三
三
）

納
涼
を
主
題
と
す
る
歌
群
は
、
『
古
今
集
』
に
見
ら
れ
な
い
が
、
『
後
撰

集
』
か
ら
晩
夏
の
歌
群
に
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
和
歌
集
に
お
い
て
、
は

じ
め
て
納
涼
の
歌
群
を
晩
夏
に
配
列
し
、
夏
歌
に
導
入
し
た
の
も
『
千
里

集
』
で
あ
る
。

続
い
て
、
本
集
の
「
冬
」
の
末
尾
部
に
は
嘆
老
を
詠
む
歌
が
存
在
す
る
。

北
山
円
正
氏
の
指
摘
し
て
い
る

（
七
）

よ
う
に
、
『
古
今
集
』
時
代
の
歳
暮
歌

に
散
見
す
る
嘆
老
意
識
は
、
白
居
易
詩
の
受
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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北
山
氏
は
直
接
『
千
里
集
』
の
歌
を
用
例
と
し
て
検
討
し
て
い
な
い
も
の

の
、
下
記
の
千
里
歌
は
白
居
易
詩
を
句
題
と
し
て
い
る
た
め
、
白
居
易
詩

の
影
響
下
に
誕
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

鬢
雪
多
於
砌
下
霜

我
が
か
み
の
み
な
し
ら
雪
と
成
り
ぬ
れ
ば
お
け
る
霜
に
も
お
と
ら

ざ
り
け
り
（
六
一
）

年
年
只
是
人
空
老

と
し
ど
し
と
か
ぞ
へ
こ
し
ま
に
は
か
な
く
て
人
は
お
い
ぬ
る
も
の

に
ぞ
あ
り
け
る
（
六
二
）

老
眠
早
覚
常
残
夜

老
い
て
ぬ
る
め
は
は
や
さ
め
ぬ
と
こ
し
な
へ
よ
は
に
あ
く
れ
ば
ね

で
の
み
ぞ
ふ
る
（
六
四
）

長
年
都
不
惜
光
陰

か
く
ば
か
り
お
い
ぬ
と
思
へ
ば
い
ま
さ
ら
に
ひ
か
り
の
つ
く
る
か

げ
も
を
し
ま
ず
（
六
七
）

歳
暮
の
嘆
老
も
三
月
尽
や
納
涼
と
同
様
に
後
世
の
文
学
に
お
い
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
主
題
で
あ
る
。
冬
歌
に
お
い
て
嘆
老
を
詠
む
現
象
は
、

『
千
里
集
』
に
先
立
つ
『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
に
は
既
に
窺
わ
れ
る
が
、

『
千
里
集
』
に
存
在
す
る
用
例
は
、
和
歌
史
上
に
お
い
て
早
い
段
階
の
用

例
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

『
千
里
集
』
の
四
季
部
に
見
ら
れ
る
三
月
尽
、
納
涼
、
歳
暮
の
嘆
老
と

い
う
三
つ
の
主
題
は
、
『
古
今
集
』
時
代
に
新
た
に
中
国
詩
よ
り
摂
取
し

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
『
千
里
集
』
が
三
月
尽
と
納
涼
と
の
二
つ
の
主

題
を
、
晩
春
と
晩
夏
の
歌
に
詠
み
込
む
こ
と
は
現
存
す
る
資
料
で
は
最
古

で
あ
る
た
め
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

二

『
千
里
集
』
と
晩
秋
の
雁

先
行
研
究
は
、
『
千
里
集
』
が
「
春
」
「
夏
」
「
冬
」
の
末
尾
部
に
お
い

て
中
国
の
詩
想
を
摂
取
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
実
は
、
秋
の
末
尾
部
も

中
国
の
詩
想
を
摂
取
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
、
本
章
は
「
秋
」
の

末
尾
部
に
位
置
す
る
「
雁
」
を
詠
む
歌
群
に
注
目
し
、
そ
れ
に
見
ら
れ
る

中
国
文
学
の
受
容
に
つ
い
て
論
じ
る
。

秋
雁
過
尽
無
書
至

秋
の
夜
の
雁
は
鳴
き
つ
つ
過
ぎ
ゆ
け
ど
待
つ
言
の
葉
は
来
る
年
も

な
し
（
五
二
）

寒
鴻
飛
急
覚
秋
尽

（
八
）

ゆ
く
雁
の
飛
ぶ
こ
と
速
く
見
え
し
よ
り
秋
の
限
り
と
思
ひ
知
り
に

き
（
五
三
）

寒
雁

（
九
）

声
静
客
愁
重

鳴
く
雁
の
声
だ
に
絶
え
て
聞
こ
え
ね
ば
旅
な
る
人
は
思
ひ
ま
さ
り

ぬ
（
五
四
）

三
首
の
歌
意
は
明
瞭
で
あ
る
。
五
二
番
歌
は
、
秋
の
夜
に
手
紙
を
届
け

る
た
め
の
雁
が
鳴
き
な
が
ら
飛
び
過
ぎ
、
待
っ
て
い
た
手
紙
は
本
来
既
に

届
い
た
は
ず
な
の
に
、
全
く
来
な
い
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
歌
に
あ
る
「
言

の
葉
」
は
、
句
題
に
お
け
る
「
書
」
の
翻
案
と
考
え
ら
れ
、
手
紙
を
指
す
。

句
題
の
白
居
易
詩
は
、
『
漢
書
』
に
あ
る
有
名
な
「
鴻
雁
伝
レ

書
」
と
い

う
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
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天
子
射
二

上
林
中
一

、
得
レ

雁
、
足
有
レ

係
二

帛
書
一

、
言
三

武
等
在
二

某

沢
中
一

（
『
漢
書
』

巻
五
四

李
広
蘇
健
伝
第
二
四
）

匈
奴
に
捕
え
ら
れ
、
長
年
漢
に
帰
れ
な
い
蘇
武
が
、
雁
に
手
紙
を
託
し

て
朝
廷
に
知
ら
せ
て
、
故
郷
に
帰
れ
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
中
国
古
典

文
学
で
は
、
「
雁
」
と
「
書
」
と
の
組
合
わ
せ
は
基
本
的
に
こ
の
故
事
を

踏
ま
え
て
い
る
。
漢
籍
に
精
通
す
る
千
里
も
白
居
易
詩
が
蘇
武
の
故
事
を

踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
蘇
武
の
故
事
に
、

「
長
年
漢
に
帰
れ
な
い
」
と
い
う
要
素
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
千
里
が
、

句
題
に
な
い
「
年
」
と
い
う
表
現
を
加
え
、
「
無
書
至
」
を
「
言
の
葉
は

来
る
年
も
な
し
」
と
敷
衍
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
三
番
歌
は
、
雁
の
速
く
飛
ぶ
の
を
見
た
の
で
、
秋
の
終
わ
り
が
間
も

な
く
や
っ
て
来
る
と
知
っ
た
と
詠
ん
で
い
る
。
五
四
番
歌
は
、
秋
の
雁
の

鳴
き
声
さ
え
聞
こ
え
な
い
時
に
、
旅
人
の
愁
え
は
増
す
と
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
三
首
は
共
に
雁
と
い
う
歌
材
を
詠
む
一
連
の
歌
で
あ
る
た
め
、
一

つ
の
歌
群
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
五
三
番
の
句
題
に
あ
る
「
秋
尽
」

及
び
そ
の
翻
案
と
考
え
ら
れ
る
「
秋
の
限
り
」
と
い
う
表
現
か
ら
す
れ
ば
、

五
三
番
歌
は
秋
の
終
わ
り
を
詠
む
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
本
集
の

「
春
」
「
夏
」
「
冬
」
の
末
尾
部
に
は
、
季
節
の
終
わ
り
を
主
題
と
す
る
歌

群
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
た
め
、
「
秋
」
の
末
尾
部
に
位
置
す
る
こ
の
歌

群
も
秋
の
終
わ
り
を
詠
む
歌
群
だ
と
類
推
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
雁
と
晩
秋
の
関
連
性
は
、
本
集
四
六
番
歌
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

旅
雁
秋
深
独
別
群

行
く
雁
も
秋
す
ぎ
が
た
に
独
し
も
友
に
後
れ
て
鳴
き
渡
る
ら
む
（
四

六
）

こ
の
歌
は
、
上
例
の
三
首
の
配
置
場
所
よ
り
少
し
前
に
存
在
す
る
。
下

線
部
の
表
現
を
配
慮
す
れ
ば
、
こ
の
歌
に
お
け
る
雁
と
晩
秋
の
関
連
性
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
連
性
は
、
五
二
～
五
四
番
歌
に
見
ら
れ

る
雁
に
関
す
る
季
節
観
と
一
致
す
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
『
千
里
集
』
の
秋
部
に
は
、
雁
を
晩
秋
の
景
物
と

し
て
詠
む
歌
は
四
首
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
雁
を
晩
秋
の
景
物
と

し
て
詠
む
現
象
は
、
『
古
今
集
』
時
代
の
一
般
的
な
状
況
と
は
異
な
っ
て

い
る
。
『
古
今
集
』
前
夜
の
暮
秋
歌
は
、
雁
で
は
な
く
、
紅
葉
へ
の
愛
惜

を
詠
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

紅
葉
ば
は
袖
に
こ
き
い
れ
て
も
て
い
で
な
む
秋
は
限
と
見
む
人
の

た
め
（
『
古
今
集
』
秋
歌
下

三
〇
九

素
性
）

竜
田
川
秋
は
水
な
く
浅
せ
な
な
む
飽
か
ぬ
紅
葉
の
流
る
れ
ば
惜
し

（
『
是
貞
親
王
家
歌
合
』

一
三
）

散
ら
ね
ど
も
か
ね
て
ぞ
惜
し
き
紅
葉
ば
は
今
は
か
ぎ
り
の
色
と
見

つ
れ
ば
（
『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』

九
六

初
出
・
『
新
撰
万
葉

集
』

一
〇
五
・
『
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
下

二
六
四

読
人
不
知
）

寛
平
御
時
ふ
る
き
う
た
た
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、

た
つ
た
河
も
み
ぢ
ば
な
が
る
と
い
ふ
歌
を
か
き
て
、
そ
の
お
な

じ
心
を
よ
め
り
け
る

み
山
よ
り
お
ち
く
る
水
の
色
見
て
ぞ
秋
は
限
と
思
ひ
し
り
ぬ
る
（
『
古

今
集
』
秋
歌
下

三
一
〇

興
風
）

上
例
の
四
首
は
全
て
『
千
里
集
』
の
時
代
に
近
い
暮
秋
歌
で
あ
り
、
紅
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葉
を
晩
秋
の
歌
材
と
し
て
詠
っ
て
い
る
。
『
千
里
集
』
五
三
番
歌
を
『
古

今
集
』
興
風
歌
と
比
較
す
れ
ば
、
『
千
里
集
』
と
『
古
今
集
』
と
の
発
想

は
明
ら
か
に
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
歌
の
構
造
か
ら
見
る
と
、
『
千
里

集
』
五
三
番
歌
は
『
古
今
集
』
三
一
〇
番
の
興
風
歌
と
類
似
し
、
「
…
…

見
れ
ば
…
…
思
ひ
知
り
ぬ
る
（
知
り
に
き
）
」
の
形
で
理
解
し
う
る
。
一

方
、
千
里
歌
と
興
風
歌
に
お
け
る
歌
材
を
対
照
す
る
と
、
興
風
は
紅
葉
色

に
な
っ
た
河
水
を
見
て
秋
が
終
わ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
千

里
歌
は
、
雁
の
速
く
飛
ぶ
姿
を
見
て
秋
の
尽
き
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の

点
は
、
『
千
里
集
』
と
『
古
今
集
』
と
に
お
け
る
暮
秋
歌
の
発
想
の
最
も

大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。

続
い
て
、
雁
と
い
う
歌
語
に
対
応
す
る
月
に
つ
い
て
考
え
る
。
『
千
里

集
』
で
は
雁
が
晩
秋
九
月
の
歌
語
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、『
古

今
集
』
で
は
仲
秋
八
月
の
歌
語
と
し
て
詠
ま
れ
る

（
十
）

。
従
っ
て
、
雁
を

八
月
の
歌
語
と
し
、
紅
葉
を
暮
秋
の
歌
語
と
し
て
詠
む
の
が
一
般
的
な
『
古

今
集
』
時
代
に
お
い
て
、
雁
を
暮
秋
の
歌
語
と
し
て
詠
む
『
千
里
集
』
に

お
け
る
当
該
歌
群
は
極
め
て
独
特
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
『
古
今
集
』

の
撰
者
を
含
む
当
時
の
他
の
歌
人
に
と
っ
て
、
晩
秋
九
月
に
詠
む
べ
き
歌

語
が
紅
葉
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
千
里
は
雁
を
晩
秋
九
月
に
詠
む
べ

き
歌
語
だ
と
考
え
た
。

九
月
に
雁
を
詠
む
現
象
は
、
同
時
代
の
和
歌
で
は
珍
し
い
が
、
白
居
易

詩
な
ど
の
中
国
文
学
で
は
珍
し
く
な
い
。

塞
鴻
飛
急
覚
二

秋
尽
一

、
隣
鶏
鳴
遅
知
二

夜
永
一

。
（
『
白
氏
文
集
』

巻
一
四

「
晩
秋
夜
」
）

晴
虹
橋
影
出
、
秋
雁
櫓
声
来
、
（
中
略
）
明
朝
是
重
九
、
誰
勧
二

菊

花
盃
一

。（
同

巻
五
四

「
河
亭
晴
望
」
）

上
例
の
二
首
は
、
晩
秋
ま
た
は
九
月
に
雁
を
詠
む
実
例
で
あ
る
。
「
晩

秋
夜
」
は
、
『
千
里
集
』
五
三
番
歌
の
句
題
出
典
で
も
あ
る
。
詩
題
を
一

見
し
て
晩
秋
の
作
だ
と
分
か
る
。「
河
亭
晴
望
」
の
尾
聯
に
あ
る
「
重
九
」

は
「
重
陽
節
」
を
指
す
た
め
、
詩
に
あ
る
「
秋
雁
」
も
九
月
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
『
千
里
集
』
の
句
題
を
選
び
出
す
た
め
に
、
千
里
が

『
白
氏
文
集
』
を
熟
読
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
な
ら
ば
、
五
三

番
歌
の
句
題
出
典
で
あ
る
「
晩
秋
夜
」
は
勿
論
、
「
河
亭
晴
望
」
も
千
里

の
目
に
入
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
意
図
的
で
あ
ろ
う
が
、
非
意
図
的
で
あ

ろ
う
が
、
千
里
が
白
居
易
詩
に
お
け
る
雁
の
季
節
に
影
響
を
受
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

白
居
易
詩
に
見
ら
れ
る
雁
の
季
節
に
関
す
る
認
識
は
、
白
居
易
独
自
の

発
想
で
は
な
く
、
中
国
文
学
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
思
想
で
あ
っ
た
。『
礼

記
』
月
令
に
お
け
る
以
下
の
記
述
か
ら
、
そ
れ
を
端
的
に
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。季

秋
之
月
、
（
中
略
）
鴻
雁
来
賓
。
（
『
礼
記
』
月
令
）

『
礼
記
』
月
令
に
見
ら
れ
る
雁
に
関
す
る
記
述
は
、
白
居
易
詩
の
下
敷

き
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
上
代

か
ら
既
に
和
歌
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
万
葉
集
』

に
は

九
月
の
そ
の
初
雁
の
つ
か
ひ
に
も
思
ふ
心
は
聞
こ
え
こ
ぬ
か
も
（
巻

八

秋
雑
歌

一
六
一
四
）
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と
い
う
歌
が
存
在
す
る
。
こ
の
歌
に
見
ら
れ
る
「
初
雁
の
つ
か
ひ
」
と
い

う
表
現
が
、
前
述
し
た
『
漢
書
』
に
見
ら
れ
る
蘇
武
の
故
事
を
踏
ま
え
る

と
い
う
解
釈
は
現
在
の
通
説
で
あ
る

（
十
一
）

。
新
大
系
の
注
釈

（
十
二
）

の
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
九
月
に
雁
を
詠
む
こ
と
は
、
前
掲
の
『
礼
記
』
月
令

に
お
け
る
雁
の
季
節
に
関
す
る
記
述
と
合
致
す
る
。
『
礼
記
』
は
上
代
か

ら
日
本
人
に
活
用
さ
れ
て
い
る
漢
籍
で
あ
る
た
め
、こ
の
歌
の
詠
者
が
『
礼

記
』
月
令
に
お
け
る
記
述
の
影
響
を
受
け
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

ま
た
、
『
千
里
集
』
に
先
立
つ
『
文
華
秀
麗
集
』
に
も
、

雲
天
遠
雁
声
宜
レ

聴
、
檐
樹
晩
蝉
引
欲
レ

殫
。
（
「
晩
秋
述
懐
」

巻

上

五
〇

姫
大
伴
氏
）

と
い
う
雁
を
暮
秋
の
詩
材
と
し
て
詠
む
一
聯
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な

詠
み
方
も
、
中
国
文
学
に
お
け
る
雁
の
季
節
に
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

『
千
里
集
』
以
前
の
和
歌
及
び
日
本
漢
詩
は
既
に
中
国
文
学
に
お
け
る

雁
の
季
節
に
関
す
る
考
え
方
を
摂
取
し
て
い
る
。
時
代
の
下
る
『
千
里
集
』

に
見
ら
れ
る
晩
秋
の
雁
は
、
白
居
易
詩
の
影
響
で
あ
り
な
が
ら
、『
礼
記
』

月
令
に
見
ら
れ
る
雁
の
季
節
に
関
す
る
記
述
を
も
下
敷
き
に
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、千
里
詠
に
見
ら
れ
る
雁
と
晩
秋
と
の
関
連
は
、

中
国
文
学
、
特
に
白
居
易
詩
に
存
在
す
る
雁
の
季
節
に
関
す
る
認
識
の
影

響
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
結
論
を
、
前
引
の
田
中
幹
子
氏
、
岩
井
宏
子
氏
、

北
山
円
正
氏
の
先
行
研
究
の
結
論
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
千
里
は
、
四

季
部
の
末
尾
部
に
お
い
て
、
白
居
易
詩
を
通
じ
て
中
国
文
学
に
お
け
る
季

節
に
関
す
る
詩
想
を
多
く
摂
取
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
傾
向
は
、

早
く
小
島
憲
之
氏
の
指
摘
し
て
い
る
「
平
安
人
の
尽
日
的
発
想
は
、
「
白

詩
文
学
圈
」
の
文
学
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
」
と
い
う
結
論

（
十
三
）

と
合
致
す
る
。

三
月
尽
、
納
涼
及
び
歳
暮
の
嘆
老
の
思
想
は
、
後
世
の
日
本
文
学
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
晩
秋
の
雁
が
後
世
の
文
学
に

お
い
て
大
き
な
反
響
を
得
ら
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
晩
秋
の
歌
に
雁
を
詠

む
と
い
う
中
国
文
学
の
和
歌
に
お
け
る
影
響
は
限
定
的
で
あ
り
、
『
千
里

集
』
で
途
切
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

三

『
千
里
集
』
と
初
夏
の
惜
春

『
千
里
集
』
四
季
部
の
歌
の
配
列
に
、
中
国
の
詩
想
を
摂
取
し
た
と
思

わ
れ
る
箇
所
は
、
上
述
し
た
各
季
節
の
末
尾
部
以
外
に
、
初
夏
の
歌
に
も

見
ら
れ
る
。
『
千
里
集
』
「
夏
」
の
一
一
首
に
、
明
ら
か
に
初
夏
を
詠
む
と

確
認
で
き
る
歌
は
以
下
の
四
首
で
あ
る
。

春
条
長
足

（
十
四
）

夏
陰
成

木
の
芽
萌
え
春
栄
え
こ
し
枝
な
れ
ば
夏
の
陰
と
ぞ
成
り
ま
さ
り
け

る
（
二
二
）

鴬
多
過
春
語

鴬
は
過
ぎ
に
し
春
を
惜
し
み
つ
つ
鳴
く
声
お
ほ
き
比
に
ざ
り
け
る

（
二
三
）

鴬
声
渋
漸
稀

鴬
は
時
な
ら
ね
ば
や
鳴
く
声
の
い
ま
は
稀
ら
に
成
り
ぬ
べ
ら
な
る

（
二
五
）

春
尽
啼
鳥
急
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か
ぎ
り
と
て
春
の
経
ち
ぬ
る
時
よ
り
ぞ
な
く
鳥
の
音
も
い
た
く
聞

こ
ゆ
る
（
二
七
）

二
七
番
歌
の
句
題
出
典
は
不
明
だ
が
、
他
の
三
首
の
句
題
出
典
は
全
て

白
居
易
詩
で
あ
る
。
二
二
番
歌
は
夏
の
巻
頭
歌
で
あ
る
。
句
題
出
典
詩
の

題
は
「
樟
亭
双
桜
樹
」
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
句
題
に
あ
る
「
春
条
」
は

原
詩
で
は
桜
の
枝
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。
春
の
枝
が
繁
っ
て
夏
に
木
陰

に
な
っ
て
い
る
と
詠
ん
で
お
り
、
夏
の
蔭
を
春
の
枝
と
対
照
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
手
法
は
、
白
居
易
に
愛
用
さ
れ
て
お
り
、
桜
の
み
で
は
な
く
、
ラ
イ

チ
や
石
榴
な
ど
を
詠
む
詩
に
も
散
見
す
る

（
十
五
）

。
翻
案
歌
も
句
題
の
手
法

を
踏
襲
し
、
春
に
木
の
芽
が
生
え
て
、
夏
が
来
る
今
は
木
陰
に
な
っ
て
い

る
と
、
春
か
ら
夏
へ
と
い
う
季
節
の
変
化
を
詠
っ
て
お
り
、
夏
の
蔭
を
春

の
枝
と
対
照
さ
せ
つ
つ
、
春
の
状
況
を
回
想
し
て
い
る
。

二
三
番
、
二
五
番
歌
は
共
に
鴬
を
詠
っ
て
い
る
。
『
古
今
集
』
時
代
に

は
、
鴬
は
一
般
的
に
春
に
詠
ま
れ
る
歌
語
で
あ
り
、
夏
に
詠
む
例
は
珍
し

い
。
夏
に
鴬
を
詠
む
と
い
う
季
節
の
齟
齬
を
解
消
す
る
た
め
か
、
二
三
番

歌
で
は
、
千
里
は
鴬
が
夏
に
鳴
く
理
由
を
「
す
ぎ
に
し
春
を
惜
し
み
つ
つ
」

と
敷
衍
し
た
。
ま
た
、
二
五
番
歌
で
「
鴬
は
時
な
ら
ね
ば
や
」
と
詠
ん
で

い
る
の
も
、
鴬
の
鳴
き
声
が
本
来
夏
の
も
の
で
は
な
く
、
春
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
常
識
を
踏
ま
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
千
里
が
基
本
的
に
夏
に
詠

ま
な
い
鴬
を
「
夏
」
に
配
置
さ
せ
た
の
は
、
白
居
易
が
鴬
を
初
夏
詩
に
詠

み
込
む
こ
と
に
学
ん
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
句
題
出
典
詩
以
外
の
用
例
を
掲

げ
る
。残

鴬
意
思
尽
、
新
葉
陰
凉
多
、
春
去
来
二

幾
日
一

、
夏
雲
忽
嵯
峨
。（
『
白

氏
文
集
』

巻
九

「
青
竜
寺
早
夏
」
）

春
尽
雑
英
歇
、
夏
初
芳
草
深
、
（
中
略
）
新
葉
有
二

佳
色
一

、
残
鴬
猶

好
音
。
（
同
巻
六
九

「
首
夏
南
池
独
酌
」
）

傍
線
部
の
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
白
居
易
は
、
「
残
鴬
」
を
初
夏
の
詩

語
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
本
来
春
の
事
物
で
あ
る
「
鴬
」
を
初
夏
に
移
入

す
る
詠
み
方
は
、
鴬
を
春
の
名
残
と
し
、
春
へ
の
未
練
を
表
す
た
め
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、
波
線
部
で
は
、
白
居
易
は
春
の
過
ぎ
ゆ
く
こ
と
と
、
夏
の
到
来

を
同
時
に
詠
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
は
、
惜
春
の
感
情
が
明
確

に
読
み
取
れ
る
。

初
晴
迎
二

早
夏
一

、
落
照
送
二

残
春
一

。
（
同
巻
六
六

「
春
尽
日
天
津

橋
酔
吟
偶
呈
二

李
尹
侍
郎
一

」
）

「
春
尽
日
天
津
橋
酔
吟
偶
呈
二

李
尹
侍
郎
一

」
で
は
、
白
居
易
は
「
残

春
を
送
る
」
こ
と
を
、
「
早
夏
を
迎
ふ
る
」
こ
と
の
対
句
表
現
と
し
て
用

い
た
。
こ
の
対
句
か
ら
は
、
白
居
易
に
と
っ
て
、
夏
を
迎
え
る
時
期
は
、

春
を
送
る
時
期
で
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

白
居
易
の
持
つ
初
夏
の
時
期
に
春
を
惜
し
む
と
い
う
詩
想
は
、
上
例
の

千
里
歌
か
ら
も
同
様
に
読
み
取
れ
る
。
二
三
番
歌
に
あ
る
「
過
ぎ
に
し
春

を
惜
し
み
つ
つ
」
は
惜
春
の
感
情
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
意
味

に
当
た
る
も
の
は
句
題
に
な
い
の
で
、
こ
の
表
現
は
千
里
が
句
題
に
対
す

る
理
解
や
解
釈
を
踏
ま
え
て
敷
衍
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
五
番
歌
も
、

本
来
春
に
鳴
く
鴬
の
声
が
、
季
節
外
れ
の
夏
に
な
る
と
、
だ
ん
だ
ん
少
な

く
な
っ
て
い
る
と
詠
ん
で
い
る
。
二
七
番
歌
は
句
題
出
典
未
詳
の
た
め
、

歌
に
お
け
る
「
鳥
」
が
具
体
的
に
ど
の
種
類
の
鳥
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
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る
が
、
千
里
が
句
題
を
翻
案
し
た
際
に
、
そ
の
鳴
く
時
期
を
「
春
の
経
ち

ぬ
る
時
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
表
現
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
歌
も
前
述
の
三

首
と
同
じ
、
春
が
去
っ
て
い
き
、
夏
が
到
来
し
た
時
期
の
歌
に
違
い
な
い
。

初
句
の
「
か
ぎ
り
と
て
」
及
び
鳥
の
声
が
「
い
た
く
聞
こ
ゆ
る
」
と
い
う

表
現
か
ら
も
、
惜
春
の
感
情
と
呼
応
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
。

初
夏
詠
に
惜
春
の
歌
を
入
れ
る
営
み
は
、
『
千
里
集
』
に
先
立
つ
『
万

葉
集
』
及
び
ほ
ぼ
同
時
代
の
『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
な
ど
に
は
勿
論
、

後
に
成
立
し
た
『
古
今
集
』
に
も
見
ら
れ
ず
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
極

め
て
独
特
な
詠
み
方
で
あ
る
。
千
里
歌
の
歌
意
が
白
居
易
詩
の
詩
想
に
類

似
す
る
事
実
か
ら
考
え
れ
ば
、
上
例
の
四
首
の
千
里
歌
は
は
白
居
易
の
詩

想
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
に
違
い
な
い
。

更
に
、
初
夏
に
春
の
景
物
を
回
想
す
る
、
又
は
惜
春
を
詠
む
歌
は
、
後

世
の
和
歌
資
料
に
も
度
々
見
ら
れ
る
。

屏
風
に

我
が
宿
の
垣
根
や
春
を
隔
つ
ら
ん
夏
来
に
け
り
と
見
ゆ
る
卯
の
花

（
『
拾
遺
集
』

夏

八
〇

源
順
）

四
月
つ
い
た
ち
の
日
よ
め
る

桜
色
に
そ
め
し
こ
ろ
も
を
ぬ
ぎ
か
へ
て
山
ほ
と
と
ぎ
す
今
日
よ
り

ぞ
待
つ
（
『
後
拾
遺
集
』

夏

一
六
五

和
泉
式
部
）

源
順
歌
は
、
具
象
的
な
垣
根
が
抽
象
的
な
春
を
隔
て
て
い
る
こ
と
を
詠

じ
、
春
と
夏
と
の
交
替
を
詠
っ
て
い
る
。
和
泉
式
部
歌
は
、
春
の
代
表
的

な
景
物
で
あ
る
桜
の
花
を
歌
に
詠
み
込
み
、
春
を
回
想
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
白
居
易
詩
及
び
『
千
里
集
』
に
見
ら
れ
る

発
想
と
類
似
す
る
。

『
堀
河
百
首
』
か
ら
、
惜
春
の
表
現
が
初
夏
題
の
「
更
衣
」
に
即
し
て

詠
わ
れ
る
技
法
は
歌
壇
で
流
行
し
た
。

堀
河
院
御
時
、
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
と
き
、
更
衣
の
心
を

よ
め
る

夏
衣
花
の
袂
に
ぬ
ぎ
か
へ
て
春
の
形
見
も
止
ま
ら
ざ
り
け
り
（
『
堀

河
百
首
』

夏
一
五
首

更
衣

三
二
二

『
千
載
集
』

夏

一
三
六

匡
房
）

捨
て
て
い
に
し
春
は
う
け
れ
ど
夏
衣
い
つ
し
か
か
へ
ん
事
を
こ
そ

思
へ
（
『
堀
河
百
首
』

夏
一
五
首

更
衣

三
二
三

国
信
）

ぬ
ぎ
か
ふ
る
花
色
衣
惜
し
き
か
な
春
の
形
見
を
た
た
じ
と
思
へ
ば

（
同

夏
一
五
首

更
衣

三
二
九

師
時
）

『
金
葉
集
』
の
夏
歌
に
も
同
様
の
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。

卯
月
の
つ
い
た
ち
に
更
衣
の
心
を
よ
め
る

我
の
み
ぞ
急
ぎ
た
た
れ
ぬ
夏
衣
ひ
と
へ
に
春
を
惜
し
む
身
な
れ
ば

（
『
金
葉
集
』
二
度
本

夏

九
四
／
三
奏
本

夏

九
八

師
賢
）

上
例
の
四
首
の
「
更
衣
」
を
題
と
す
る
初
夏
歌
か
ら
も
、
惜
春
の
気
持

ち
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
初
夏
詠
に
惜
春
を
詠
む
傾
向
は
、

直
ち
に
『
堀
河
百
首
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
『
久
安
百
首
』（

十
六
）

に
も
吸
収
さ
れ
て
い
る
。

夜
も
す
が
ら
春
を
残
せ
る
灯
の
名
残
は
け
さ
も
け
た
じ
と
ぞ
思
ふ

（
『
久
安
百
首
』

夏
十
首

二
二
〇

教
長
）
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物
い
は
ば
残
れ
る
春
に
と
ひ
て
ま
し
昨
日
か
へ
り
し
春
の
行
へ
を

（
同

夏
十
首

五
二
一

隆
季
）

ぬ
ぎ
か
ふ
る
花
の
袂
の
う
つ
り
香
の
か
を
る
や
春
の
名
残
な
る
ら

む
（
同

夏
十
首

六
二
一

親
隆
）

あ
か
で
ゆ
く
春
の
別
れ
に
い
に
し
へ
の
人
や
う
づ
き
と
い
ひ
は
じ

め
け
ん
（
同

夏
十
首

七
二
一

『
千
載
集
』

夏

一
三
八

実
清
）

惜
し
む
と
も
い
な
ん
春
を
ば
い
か
が
せ
む
山
ほ
と
と
ぎ
す
は
や
も

鳴
か
な
む
（
同

夏
十
首

九
二
三

清
輔
）

帰
る
春
こ
ろ
も
の
関
や
越
え
ぬ
ら
ん
今
日
よ
り
夏
に
立
帰
る
か
な

（
同

夏
十
首

一
二
二
二

待
賢
門
院
安
芸
）

上
例
の
六
首
の
傍
線
部
か
ら
は
、
惜
春
の
感
情
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
白
居
易
詩
、
『
千
里
集
』
及
び
『
堀
河
百
首
』
の

傾
向
と
一
致
す
る
。
更
に
、
教
長
歌
に
見
ら
れ
る
「
春
を
残
せ
る
」
と
隆

季
歌
に
あ
る
「
残
れ
る
春
」
は
、
前
引
の
白
居
易
詩
に
お
け
る
「
残
春
」

を
思
わ
せ
る
。
こ
の
現
象
は
恐
ら
く
偶
然
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
歌
と
白

居
易
詩
と
の
繋
が
り
を
示
唆
す
る
。
そ
し
て
、
『
久
安
百
首
』
を
撰
歌
資

料
と
す
る
『
千
載
集
』
が
七
二
一
番
歌
を
夏
の
巻
頭
歌
と
し
て
い
る
こ
と

も
、
恐
ら
く
初
夏
に
惜
春
を
詠
む
風
潮
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、『
新

古
今
集
』「
夏
」
の
冒
頭
部
に
も
、
当
代
歌
人
の
詠
作
で
は
な
い
も
の
の
、

『
万
葉
集
』
時
代
及
び
『
古
今
集
』
時
代
の
歌
人
に
よ
る
春
と
関
わ
る
歌

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
『
拾
遺
集
』
以
来
の
初
夏
に
惜
春

を
詠
む
と
い
う
傾
向
と
無
縁
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

春
過
ぎ
て
夏
き
に
け
ら
し
白
妙
の
衣
ほ
す
て
ふ
天
の
か
ぐ
山
（
『
新

古
今
集
』

夏
歌

一
七
五

持
統
天
皇
）

惜
し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
春
も
あ
る
も
の
を
い
は
ぬ
に
き
た
る
夏
か

な
（
同

夏
歌

一
七
六

素
性
法
師
）

上
例
の
示
す
よ
う
に
、
『
拾
遺
集
』
か
ら
『
新
古
今
集
』
に
か
け
て
、

惜
春
が
初
夏
詠
の
常
套
と
し
て
頻
繁
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

の
み
な
ら
ず
、
白
居
易
詩
及
び
『
千
里
集
』
に
見
ら
れ
る
初
夏
の
鴬
も
、

『
白
氏
文
集
』
の
句
題
歌
の
形
で
、
『
新
古
今
集
』
時
代
及
び
そ
の
後
の

歌
人
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。

残
鴬
意
思
尽
、
新
葉
陰
涼
多

鴬
の
夏
の
初
音
を
そ
め
か
へ
て
し
げ
き
梢
に
か
へ
る
こ
ろ
か
な
（
『
拾

玉
集
』

詠
百
首
和
歌

夏
十
首

一
九
二
三
）

残
鴬
意
思
尽
、
新
葉
陰
涼
多

さ
そ
は
れ
し
花
の
か
も
な
き
夏
山
の
あ
ら
ぬ
み
ど
り
に
鴬
ぞ
な
く

（
『
寂
身
法
師
集
』

題
文
集
詩

夏

七
）

前
述
し
た
よ
う
に
、
夏
歌
に
鴬
を
詠
む
こ
と
は
和
歌
の
世
界
で
は
一
般

的
で
は
な
い
。
こ
の
二
首
は
、
白
居
易
詩
を
句
題
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

鴬
を
夏
歌
に
詠
み
込
ん
で
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
初
夏
に
桜
や
鴬
な
ど
の
春
の
景
物
を
回
想
す
る
、

又
は
惜
春
の
表
現
を
詠
む
営
み
は
、
白
居
易
に
よ
る
初
夏
の
詩
想
の
延
長

線
上
に
置
く
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
必
ず
し
も

『
千
里
集
』
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
文
学
史
の

視
点
か
ら
い
え
ば
、
千
里
は
、
白
居
易
詩
か
ら
初
夏
の
惜
春
意
識
を
は
じ

め
て
摂
取
し
た
先
駆
的
な
歌
人
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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四

『
千
里
集
』
後
半
部
の
構
造
と
中
国
文
学

『
千
里
集
』
前
半
の
四
季
部
と
異
な
り
、
後
半
の
「
風
月
」「
遊
覧
」「
離

別
」
「
述
懐
」
「
詠
懐
」
と
い
う
五
つ
の
部
立
は
、
い
ず
れ
も
『
千
里
集
』

に
先
立
つ
和
歌
集
に
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
に
、
「
詠
懐
」
は
句
題
の
な

い
千
里
の
自
詠
を
収
録
す
る
部
立
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
部
立
の
名
称
が
中

国
文
学
に
由
来
す
る
可
能
性
は
、
松
田
武
夫
氏

（
十
七
）

と
平
野
由
紀
子
氏

（
十
八
）

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
松
田
武
夫
氏
は
「
漢
詩
句
を
題
に
し
て
詠

じ
た
和
歌
の
集
な
の
で
、
冬
に
続
く
風
月
は
、
風
と
月
と
を
詠
ん
だ
句
題

に
引
か
れ
、
遊
覧
・
述
懐
は
、
文
華
秀
麗
集
な
ど
の
漢
詩
集
の
分
類
か
ら

の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
」
と
、
「
遊
覧
」
「
述
懐
」
が
『
文
華
秀
麗
集
』
の

影
響
下
に
成
立
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
ま
た
、
「
風
月
部
」

に
つ
い
て
、
平
野
由
紀
子
氏
は
、
「
風
月
」
は
風
景
を
指
す
漢
語
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
部
立
に
す
る
の
は
千
里
の
創
造
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
述
懐
」
「
詠
懐
」
に
つ
い
て
、
平
野
由
紀
子
氏
は
千
里
が
六
朝
時
代
の

述
懐
詩
及
び
詠
懐
詩
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
と
推
測
し
て
い
る
。

『
千
里
集
』
と
『
文
華
秀
麗
集
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
筆
者
は
松

田
氏
と
同
じ
見
解
を
持
っ
て
い
る
。『
千
里
集
』
の
後
半
は
、
先
立
つ
『
文

華
秀
麗
集
』
と
の
類
似
性
を
有
す
る
。『
千
里
集
』
に
お
け
る
「
遊
覧
」「
離

別
」「
述
懐
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
文
華
秀
麗
集
』
に
お
け
る
「
遊
覧
」「
餞
別
」

「
述
懐
」
と
対
応
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
更
に
、
『
文
華
秀
麗
集
』
に
お

け
る
上
記
の
部
立
が
、『
文
選
』
に
お
け
る
巻
二
二
「
遊
覧
」
巻
二
〇
「
祖

宴
」
巻
二
三
「
詠
懐
」
に
学
ん
で
い
る
こ
と
は
小
島
憲
之
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る

（
十
九
）

。
『
文
選
』
で
は
、
『
文
華
秀
麗
集
』
に
お
け
る
「
述

懐
」
に
当
た
る
部
立
の
名
称
が
「
詠
懐
」
で
あ
る
。
仮
に
千
里
が
同
時
に

『
文
選
』
と
『
文
華
秀
麗
集
』
を
参
照
し
、「
述
懐
」
の
後
ろ
に
『
文
選
』

に
あ
る
「
詠
懐
」
を
加
え
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
『
千
里
集
』
後
半
の
部
立

の
由
来
は
大
ま
か
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
『
千
里
集
』

と
『
文
華
秀
麗
集
』
の
部
立
の
相
違
点
も
明
ら
か
で
あ
る
。
『
千
里
集
』

で
は
、上
記
の
三
つ
の
部
立
が
連
続
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

『
文
華
秀
麗
集
』
で
は
、
三
つ
の
部
立
は
連
続
せ
ず
、
分
散
し
て
い
る
。

千
里
集
：
風
月

遊
覧

離
別

述
懐

詠
懐

文
華
秀
麗
集
：
遊
覧

宴
集

餞
別

贈
答

詠
史

述
懐

（
後

略
）

千
里
が
独
創
し
た
と
思
わ
れ
る
「
風
月
」
を
除
き
、「
遊
覧
」「
離
別
」

「
述
懐
」
「
詠
懐
」
と
い
う
順
で
部
立
を
配
列
さ
せ
る
文
献
は
管
見
の
限

り
見
あ
た
ら
な
い
も
の
の
、
「
遊
覧
」
の
直
後
に
「
離
別
」
を
配
置
さ
せ

る
構
造
は
、
『
芸
文
類
聚
』
巻
二
八
～
三
〇
の
構
造
に
類
似
す
る
。

千
里
集
：
遊
覧

離
別

芸
文
類
聚
：
遊
覧

別
上

別
下

『
芸
文
類
聚
』
は
上
代
よ
り
日
本
人
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
て
き
た
類
書

で
あ
る
の
で
、
仮
に
儒
者
で
あ
る
千
里
が
そ
れ
を
参
照
し
た
こ
と
が
あ
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

以
上
の
情
報
を
纏
め
て
推
測
す
れ
ば
、
『
千
里
集
』
の
後
半
の
部
立
の

名
称
お
よ
び
配
列
順
は
、
一
つ
の
文
献
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
い
う
よ

り
も
、
い
く
つ
か
の
文
献
を
参
照
し
た
上
で
、
独
自
に
部
立
の
配
列
を
行

っ
た
と
推
測
す
る
の
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
操
作
は
、
中
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国
文
学
に
既
に
存
す
る
部
立
の
名
称
を
利
用
し
再
構
成
し
た
結
果
で
あ
ろ

う
。

五

『
千
里
集
』
の
「
遊
覧
」
と
中
国
文
学

前
章
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
千
里
は
『
芸
文
類
聚
』
『
文
選
』
及
び
そ

の
影
響
を
受
け
た
『
文
華
秀
麗
集
』
に
お
け
る
部
立
の
名
称
を
参
照
し
、

「
遊
覧
」
と
い
う
部
立
を
設
置
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
万
葉
集
』
に
は
、

「
遊
覧
」
を
題
と
す
る
和
歌
が
既
に
存
在
す
る
。
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
中

国
文
学
の
受
容
は
辰
巳
正
明
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
二
十
）

。
時
代

の
下
る
『
千
里
集
』
の
「
遊
覧
」
に
収
録
さ
れ
た
句
題
と
翻
案
歌
を
精
査

す
れ
ば
、
そ
の
中
に
も
中
国
文
学
の
特
徴
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
本
章
は
、

こ
の
問
題
を
中
心
に
論
を
展
開
さ
せ
る
。
ま
ず
『
千
里
集
』
の
「
遊
覧
」

の
冒
頭
の
四
首
を
掲
げ
る
。

山
色
初
明
水
色
新

雲
も
な
く
あ
か
き
山
さ
へ
晴
れ
ゆ
け
ば
水
の
色
こ
そ
新
た
ま
り
け

れ
（
七
九
）

猶
愛
雲
泉
多
在
山

白
雲
の
な
か
を
わ
け
つ
つ
行
く
水

（
二
十
一
）

の
め
で
た
き
こ
と
は
山
に

ぞ
あ
り
け
る
（
八
〇
）

借
問
青
山
何
処
高

問
ひ
知
り
て
雲
の
梯
越
え
ゆ
か
ん
い
づ
れ
の
か
た
か
山
は
さ
が
し

き
（
八
一
）

泉
落
青
山
出
白
雲

行
く
水
の
青
き
山
よ
り
落
ち
く
れ
ば
白
雲
か
と
ぞ
見
え
紛
ひ
つ
る

（
二
十
二
）

（
八
二
）

八
一
番
歌
の
句
題
出
典
は
未
詳
で
あ
り
、
他
の
三
首
の
句
題
出
典
は
全

て
『
白
氏
文
集
』
で
あ
る
。
七
九
番
歌
の
句
題
出
典
は
「
庾
楼
暁
望
」（
巻

一
六
）
、
八
〇
番
歌
は
「
遊
二

仙
遊
山
一

」
（
巻
一
三
）
、
八
二
番
歌
は
「
題

二

韋
家
泉
池
一

」
（
巻
一
七
）
で
あ
る
。
詩
題
か
ら
、
白
居
易
に
よ
る
原
詩

の
遊
覧
先
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
庾
楼
」
、
「
仙
遊
山
」
、
「
韋
家
泉
池
」
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
「
庾
楼
」
は
白
居
易
の
左
遷
さ
れ
た
江
州
に
あ
る
有
名

な
建
物
で
、
仙
遊
山
は
都
長
安
の
近
く
に
あ
る
山
、
「
韋
家
泉
池
」
は
韋

姓
の
家
の
庭
園
を
指
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
千
里
に
よ
る
翻
案
歌
で
は
、

原
詩
に
あ
る
こ
れ
ら
の
遊
覧
先
は
全
て
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
か
わ

り
に
、
四
首
の
翻
案
歌
は
全
て
山
の
景
色
を
歌
っ
て
い
る
。
七
九
番
歌
は

天
気
が
晴
れ
て
、
色
も
鮮
や
か
に
な
っ
た
山
に
、
雲
も
な
く
、
水
の
色
も

一
新
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
八
〇
番
歌
は
、
高
い

山
よ
り
流
れ
て
来
た
泉
は
ま
る
で
雲
を
分
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と

を
詠
じ
て
い
る
。
八
一
番
歌
は
、
山
の
上
に
あ
る
雲
の
梯
を
乗
り
越
え
て
、

空
か
ら
山
々
を
眺
め
る
と
い
う
想
像
の
場
面
を
歌
っ
て
い
る
。
最
後
の
八

二
番
歌
も
、
山
よ
り
落
ち
て
く
る
泉
が
、
雲
の
立
つ
よ
う
に
見
え
る
と
い

う
山
に
関
す
る
景
色
を
詠
ん
で
い
る
。
句
題
出
典
詩
を
暫
く
忘
れ
て
、
こ

れ
ら
の
四
首
の
句
題
及
び
翻
案
歌
だ
け
を
通
読
す
れ
ば
、
何
れ
も
山
を
訪

れ
、
或
い
は
山
を
眺
め
る
場
面
を
歌
っ
て
い
る
。「
遊
覧
」
は
『
万
葉
集
』

に
は
歌
題
と
し
て
存
在
す
る
が
、
部
立
と
し
て
、
千
里
以
前
の
和
歌
集
に

は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
遊
覧
」
を
部
立
と
し
て
用
い

る
例
は
中
国
類
書
や
漢
詩
文
集
に
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
千
里
が
そ
れ

ら
の
文
献
よ
り
「
遊
覧
」
を
和
歌
集
に
導
入
し
た
と
推
測
で
き
る
。
仮
に

そ
う
で
あ
れ
ば
、
千
里
は
「
遊
覧
」
と
い
う
部
立
の
名
称
の
み
な
ら
ず
、
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「
遊
覧
」
に
収
め
る
中
国
文
学
の
詩
文
を
も
『
千
里
集
』
の
句
題
を
選
ん

だ
時
の
参
考
に
し
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
「
遊
覧
」
の
冒
頭
部
の
歌
が
山
を

主
題
と
す
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
偶
然
で
は
な
く
、
『
芸
文
類
聚
』
の
「
遊

覧
」
の
冒
頭
部
の
構
造
と
照
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

孔
子
北
遊
、
登
二

農
山
一

。
（
中
略
）
天
子
遂
襲
二

崑
崙
之
丘
一

。
（
中

略
）
始
皇
三
十
七
年
、
上
二

会
稽
山
一

。
（
中
略
）
太
史
公
登
二

会
稽

山
一

。
（
中
略
）
斉
景
公
遊
二

於
牛
山
一

。
（
中
略
）
楚
王
登
二

疆
台
一

而

望
二

崇
山
一

。
（
『
芸
文
類
聚
』

巻
二
八

人
部
一
二

遊
覧
）

『
芸
文
類
聚
』
の
「
遊
覧
」
の
冒
頭
部
に
は
、
歴
史
上
の
人
物
が
山
を

訪
れ
る
、
又
は
山
を
眺
め
る
故
事
が
集
中
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
遊

覧
」
の
部
立
を
有
し
、
そ
し
て
『
千
里
集
』
よ
り
先
行
す
る
文
献
の
中
で
、

こ
の
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
管
見
の
限
り
『
芸
文
類
聚
』
の

み
で
あ
る
。
前
章
に
お
い
て
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
上
代
か
ら
日
本
人
に

利
用
さ
れ
て
き
た
『
芸
文
類
聚
』
が
千
里
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
千
里
が
仮
に
『
芸
文
類
聚
』
の
「
遊
覧
」

を
参
考
に
し
て
、
『
千
里
集
』
の
「
遊
覧
」
の
冒
頭
に
山
を
主
題
と
す
る

歌
群
を
配
置
さ
せ
た
と
考
え
て
も
不
合
理
で
は
な
い
。

ま
た
、
七
九
、
八
〇
、
八
二
番
歌
に
は
、
「
泉
」
（
水
）
と
「
雲
」
と
が

度
々
詠
ま
れ
て
い
る
。
両
者
は
、
『
文
華
秀
麗
集
』
の
「
遊
覧
」
に
も
頻

り
に
詠
ま
れ
る
詩
語
で
あ
る
。

雲
気
湿
レ

衣
知
レ

近
レ

岫
、
泉
声
驚
レ

寝
覚
レ

隣
レ

渓
。
（
「
江
頭
春
暁
」

御
製
）

峰
雲
不
レ

覚
侵
二

梁
棟
一

、
渓
水
尋
常
対
二

簾
帷
一

。（
「
春
日
嵯
峨
山
院
」

御
製
）

絶
澗
流
中
石
作
レ

雷
。（
「
春
日
侍
嵯
峨
山
院
」

令
製
）

一
片
晴
雲
亙
レ

嶺
帰
。（
「
嵯
峨
院
納
涼
」

巨
識
人
）

泉
石
初
看
此
地
奇
。
（
「
秋
日
冷
然
院
新
林
池
」

令
製
）

水
写
二

軽
雷
一

引
二

飛
泉
一

。
（
後
略
）
登
レ

巒
何
近
二

白
雲
天
一

。
（
「
秋

山
作
」

朝
鹿
取
）

『
文
華
秀
麗
集
』
で
は
「
泉
」
と
「
雲
」
と
が
共
に
頻
り
に
詠
ま
れ
る

こ
と
に
対
し
て
、
『
芸
文
類
聚
』
と
『
文
選
』
の
「
遊
覧
」
に
は
、
「
雲
」

を
詠
む
詩
は
散
見
す
る
も
の
の
、
「
泉
」
と
「
水
」
が
同
時
に
詠
ま
れ
る

頻
度
は
『
文
華
秀
麗
集
』
の
「
遊
覧
」
よ
り
明
ら
か
に
低
い
。
そ
の
か
わ

り
に
、『
文
選
』
で
は
、「
泉
」
と
「
雲
」
と
を
共
に
詠
む
詩
作
が
「
遊
覧
」

で
は
な
く
、
他
の
部
立
に
散
見
す
る
。

天
泱
泱
以
垂
レ

雲
、
泉
涓
涓
而
吐
レ

溜
。
（
『
文
選
』

巻
九

「
射

雉
賦
」
潘
安
仁
（
岳
）
）

仰
睎
二

帰
雲
一

、
俯
鏡
二

泉
流
一

。（
『
文
選
』

巻
一
六

『
懐
旧
賦
』

潘
安
仁
）

托
二

身
青
雲
上
一

、
棲
レ

岩
挹
二

飛
泉
一

。
（
『
文
選
』

巻
二
五

「
還

二

旧
園
一

作
見
二

顔
範
二
中
書
一

一
首
」
謝
霊
運
）

ま
た
、
同
じ
傾
向
は
、
六
朝
の
庾
信
の
詩
に
も
窺
わ
れ
る
。

澗
寒
泉
反
縮
、
山
晴
雲
倒
回
。
（
『
庾
子
山
（
信
）
集
』

巻
三

「
和
二

宇
文
京
兆
遊
田
一

」
）

泉
飛
疑
二

度

一

、
雲
積
似
二

重
楼
一

。
（
同

巻
五

「
尋
二

周
処
士



- 13 -

弘
譲
一

」
）

従
っ
て
、
『
文
華
秀
麗
集
』
の
「
遊
覧
」
に
見
ら
れ
る
傾
向
も
、
根
本

的
に
言
え
ば
日
本
漢
詩
人
の
創
造
で
は
な
く
、
実
際
に
は
六
朝
文
学
の
詠

み
方
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。唐
代
の
詩
人
で
あ
る
白
居
易
は
、

六
朝
時
代
の
詩
学
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

考
え
れ
ば
、
千
里
が
、
「
遊
覧
」
の
冒
頭
に
頻
繁
に
「
泉
」
「
雲
」
な
ど
の

詩
語
を
含
む
白
居
易
詩
を
選
ん
だ
の
も
、
根
本
的
に
言
え
ば
六
朝
詩
を
下

敷
き
と
す
る
現
象
で
あ
り
、
六
朝
詩
の
詩
想
を
白
居
易
詩
を
通
し
て
継
承

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

叙
上
の
よ
う
に
、
『
千
里
集
』
「
遊
覧
」
の
冒
頭
部
に
あ
る
句
題
は
、
六

朝
文
学
の
特
徴
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
句
題
を
利
用

し
て
生
ま
れ
た
翻
案
歌
も
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
忠
実
に
保
存
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
遊
覧
」
と
い
う
部
立
は
、
後
世
の
和
歌
集
に
伝
承

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
和
歌
集
の
常
套
の
部
立
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
本
節
に
述
べ
た
「
遊
覧
」
に
お
け
る
中
国
文
学
の
特
徴
も
、

晩
秋
の
雁
の
運
命
と
同
様
に
、
和
歌
の
世
界
で
広
が
ら
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

終
わ
り
に

『
古
今
集
』
時
代
は
、
従
来
中
国
文
学
の
表
現
を
積
極
的
に
和
歌
に
取

り
入
れ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
古
今
集
』
の
直
前
に
成
立
し
た
『
千

里
集
』
も
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
従
い
、
中
国
詩
を
和
歌
に
翻
案

し
よ
う
と
し
た
。
他
の
歌
人
の
よ
う
に
、
原
典
を
明
示
せ
ず
に
漢
詩
句
を

和
ら
げ
る
操
作

（
二
十
三
）

と
異
な
り
、
儒
者
で
あ
る
千
里
は
、
序
文
に
「
纔

捜
二

古
句
一

、
構
成
二

新
歌
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
の
翻
案
歌
が
元
の

漢
詩
句
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
明
言
し
た
上
に
、
参
照
し
た
漢
詩
句
を

も
『
千
里
集
』
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
操
作
か
ら
、
千
里
の

漢
詩
尊
重
意
識
が
端
的
に
窺
わ
れ
る
。

千
里
が
利
用
し
た
「
句
題
和
歌
」
と
い
う
形
式
は
、
後
世
の
寂
然
に
よ

る
『
法
門
百
首
』
や
定
家
・
慈
円
な
ど
に
よ
る
「
文
集
百
首
」
な
ど
に
継

承
さ
れ
て
、
和
歌
に
お
い
て
定
着
し
た
。
こ
の
視
点
か
ら
言
え
ば
、
千
里

が
中
国
詩
の
和
歌
化
及
び
和
歌
の
句
題
詠
に
寄
与
し
た
と
こ
ろ
は
大
で
あ

る
。

［
附
記
］

本
稿
に
お
け
る
『
千
里
集
』
の
本
文
の
引
用
は
、
桂
宮
本
『
千
里
集
』
（
金
子

彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集

句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
編
』
（
培

風
館

一
九
四
三
）
に
お
け
る
翻
刻
に
よ
る
）
を
底
本
と
し
、
解
釈
の
便
宜
の
た

め
、
仮
名
を
適
宜
漢
字
に
改
め
る
。
仮
名
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
に
統
一
す
る
。
但

し
、
擬
定
家
本
『
千
里
集
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
擬
定
家
本
私
家
集
』
（
朝

日
新
聞
社

二
〇
〇
五
）
に
よ
る
）
、
伝
寂
蓮
筆
本
『
千
里
集
』（
『
古
筆
学
大
成
』

第
十
七
巻
（
講
談
社

一
九
九
一
）
に
よ
る
）
、
西
本
願
寺
本
『
赤
人
集
』
（
『
西

本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集

三
』
（
国
保
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
刊
行
会

墨
水
書
房

一
九
七
一
）
に
よ
る
）
、
を
対
校
本
と
し
て
用
い
、
対
校
本
に
お
け

る
本
文
が
優
位
性
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
底
本
を
改
め

る
場
合
が
あ
る
。
歌
番
号
は
、
伝
寂
蓮
筆
本
に
お
け
る
歌
番
号
を
使
う
。

他
の
和
歌
の
引
用
は
、
「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
会
『
新
編
国
歌
大
観
』
（
角
川

書
店

一
九
八
三
～
一
九
九
二
）
に
よ
り
つ
つ
、
解
釈
の
便
宜
の
た
め
、
仮
名
を

適
宜
漢
字
に
改
め
る
。
日
本
漢
詩
の
引
用
は
、
『
群
書
類
従
』
第
八
輯
（
続
群
書

類
従
完
成
会

一
九
三
三
）
文
筆
部
に
よ
り
つ
つ
、
字
体
を
通
行
字
体
に
改
め
る
。
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漢
籍
は
、『
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記

礼
記
』（
中
文
出
版
社

一
九
七
一
）『
漢

書
』
（
中
華
書
局

一
九
六
二
）
『
芸
文
類
聚
』
（
中
文
出
版
社

一
九
八
〇
）
に

よ
り
つ
つ
、
漢
字
を
通
行
字
体
に
改
め
る
。

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
補
助
事
業
（
「
和
漢
兼
作
の

作
品
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
」18J12738

）
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

筆
者
は
、
長
年
に
亘
っ
て
、
句
題
和
歌
研
究
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
研
究
会
の
諸
先
生
方
よ
り
御
教
示
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
句

題
和
歌
研
究
会
の
諸
先
生
方
に
深
く
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

［
注
］

（
一
）
桂
宮
本
に
お
け
る
「
僅
枝
」
を
伝
寂
蓮
本
に
よ
っ
て
「
纔
捜
」
と
改
め
る
。

（
二
）
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
補
篇
（
塙
書
房

二
〇
〇
二
）
七

五
～
七
七
頁
（
『
国
語
国
文
』
第
四
十
六
巻
一
号
（
一
九
七
七
年
一
月
）
初

出
）

（
三
）
松
田
武
夫
『
古
今
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
』（
風
間
書
房

一
九
六
五
）

二
九
～
四
一
頁

（
四
）
平
岡
武
夫
「
三
月
尽
―
白
氏
歳
時
記
―
」
（
『
日
本
大
学
人
文
科
学
紀
要
』

第
一
八
号

一
九
七
六
）
九
一
～
一
〇
六
頁

（
五
）
田
中
幹
子
「
『
古
今
集
』
に
お
け
る
季
の
到
来
と
辞
去
に
つ
い
て
―
三
月

尽
意
識
の
展
開
」（
『
中
古
文
学
』

一
九
九
七
年
臨
時
増
刊
）
七
一
～
八
五

（
六
）
岩
井
宏
子
『
古
今
的
表
現
の
成
立
と
展
開
』
（
和
泉
書
院

二
〇
〇
八

四
二
八
頁
）
七
三
～
七
五
頁

（
七
）
北
山
円
正
「
『
古
今
集
』
の
歳
除
歌
と
『
白
氏
文
集
』
」（
『
白
居
易
研
究
年

報
』
第
五
号

二
〇
〇
四
）
一
八
七
～
二
〇
七
頁

（
八
）
桂
宮
本
に
お
け
る
「
深
」
を
『
白
氏
文
集
』
に
よ
っ
て
「
尽
」
と
改
め
る
。

（
九
）
桂
宮
本
に
お
け
る
「
鳴
」
は
文
意
不
明
の
た
め
誤
写
と
見
な
し
、
翻
案
歌

に
お
け
る
「
鳴
く
雁
」
に
よ
っ
て
、「
雁
」
と
改
め
る
。

（
十
）
注
三

松
田
武
夫
著

二
六
八
～
二
七
二
頁

（
十
一
）
佐
竹
昭
広

山
田
英
雄

工
藤
力
男

大
谷
雅
夫

山
崎
福
之
校
注
『
新

日
本
古
典
文
学
大
系

万
葉
集
』
（
岩
波
書
店

二
〇
〇
〇

五
五
二
頁
）

二
九
九
頁

小
島
憲
之

木
下
正
俊

東
野
治
之
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
全
集

万

葉
集
二
』（
小
学
館

一
九
九
五

五
二
六
頁
）
三
六
〇
頁

（
十
二
）
注
一
一
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

万
葉
集
』
二
九
九
頁

（
十
三
）
注
二

小
島
憲
之
著
書

一
〇
六
頁

（
十
四
）
桂
宮
本
に
お
け
る
「
是
」
を
『
白
氏
文
集
』
に
よ
っ
て
「
足
」
と
改
め

る
。

（
十
五
）
春
芽
細
炷
千
灯
焰
、
夏
蘂
濃
焚
百
和
香
。
（
「
石
榴
樹
」

巻
一
六
）
素

華
春
漠
漠
、
丹
実
夏
煌
煌
。（
「
題
郡
中
荔
枝
詩
十
八
韻
兼
寄
万
州
楊
八
使
君
」

巻
一
八
）

（
十
六
）
竹
下
豊
「
『
久
安
百
首
』
に
お
け
る
『
堀
河
百
首
』
の
影
響
」
（
『
言
語

文
化
学
研
究

日
本
語
日
本
文
学
編
』
巻
六

二
〇
一
一
）

（
十
七
）
注
三

松
田
武
夫
著
書

三
四
頁

（
十
八
）
平
野
由
紀
子

千
里
集
輪
読
会
『
千
里
集
全
釈
』
（
風
間
書
房

二
〇

〇
七

二
九
一
頁
）
二
五
～
二
八
頁

（
十
九
）
小
島
憲
之
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系

懐
風
藻

文
華
秀
麗
集

本

朝
文
粋
』（
岩
波
書
店

一
九
六
四

五
二
〇
頁
）
二
二
～
二
三
頁

（
二
十
）
辰
巳
正
明
『
万
葉
集
と
中
国
文
学
』
（
笠
間
書
院

一
九
八
七

七
五

九
頁
）
一
〇
六
～
一
二
八
頁

（
二
十
一
）
桂
宮
本
に
お
け
る
「
行
く
暮
」
を
西
本
赤
人
歌
に
よ
っ
て
「
行
く
水
」

と
改
め
る
。

（
二
十
二
）
桂
宮
本
に
お
け
る
「
白
雲
立
つ
と
み
ぞ
ま
が
は
る
る
」
を
伝
寂
蓮
筆
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本
に
よ
っ
て
「
白
雲
か
と
ぞ
見
え
紛
ひ
つ
る
」
と
改
め
る
。

（
二
十
三
）
金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集

句
題
和
歌
・
千
載
佳

句
研
究
編
』（
培
風
館

一
九
四
三
）

一
一
七
～
一
二
三
頁

（
こ
う

い
っ
て
い
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
）


